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シロモジズリ f. albescens，アオモジ
ズリ f. viridiflora がある。また，ラン
科を特徴づける唇弁が花弁化したペロ
リア変異体（六弁化）も存在する。こ
のような形態変異の豊富さからも，ネ
ジバナは小町蘭と称されて園芸的にも
人気があった。ネジバナは鉢植え栽培
で集団として維持するのは容易である
一方，個体寿命のためか，同一個体は
数年すると枯死してしまい個体維持は
難しいそうである。

季節性の変異に関して，初夏（5 月
上旬以降）に開花するネジバナに対し
て秋（8 月下旬～ 9 月上旬）に開花す
る品種をアキザキネジバナ S. sinensis 
var. australis f. autumnus という。春
と秋で開花期が異なるため，両品種間
には遺伝的交流がないと考えられる

（塚谷 2001，2005）。本品種の報告は
比較的少ないが，実際には広い地域に
生育していると思われる。著者（早川）
も未報告であった高知県からアキザキ
ネジバナを発見しており，本個体の開
花期は11月と既報よりも遅かった（大
賀ら 2013）。今後，詳細な調査が進
むことで本品種の分布地域が明らかに
なるだろう。

ネジバナの形態変異と分類を語る上
で忘れてはならない形質に花序の毛
の有無がある。琉球諸島には花序に
毛の無い母変種ナンゴクネジバナ S. 

sinensis var. sinensis が生育し，日本
本土には花序に毛のある変種ネジバ
ナ S. sinensis var. australis が生育して
いる（図 -3）。両変種は，花序の毛の

有無と開花期に差異がある（ナンゴ
クネジバナの方が開花期が早い）こ
とが知られている（Tsukaya 2005；
Suetsugu & Hayakawa 2016）。さら
に，両変種は遺伝的にも分化してい
るため，形態的・生態的な識別に加
えて系統解析による識別が有効であ
る（Tsukaya 2005）。両変種は琉球
諸島のトカラ海峡を境に南北で住み分
けて異所的分布をしているとされる
が，稀に日本本土からも無毛型のネジ
バナが発見される。そのため，日本
本土に稀産する無毛型のネジバナは，

「ナンゴクネジバナの隔離分布である
のか？」それとも，「ネジバナが毛を
失った変異体であるのか？」という分
類学的な問題が発生する。そこで，日
本本土産の無毛型のネジバナの由来を
明らかにすることを目的に，高知県と
熊本県で発見した無毛型ネジバナを含
む集団の毛の計測と系統解析を行った

（Hayakawa et al. 2013；Suetsugu & 
Hayakawa 2016）。その結果，高知
県の無毛型ネジバナを含む集団は，完
全な無毛型は 1 個体であったものの
無毛個体から毛の多い個体まで連続的
に変化していたこと，系統的背景はネ
ジバナと同一でナンゴクネジバナと
は異なっていたことから，高知県の
無毛型ネジバナはネジバナの毛の欠
失変異体であった（Hayakawa et al. 
2013）。次に熊本県産の無毛型のネジ
バナ個体群は，ほとんどの個体が無毛
である点や，開花期が通常のネジバナ
よりも 2 ヶ月早い点で，高知県産の

無毛型ネジバナと異なり，ナンゴクネ
ジバナと一致する形態的・生態的な特
性を持っていた。しかし，熊本県産の
無毛型ネジバナの系統的背景はネジバ
ナと同一であったため，本無毛型個体
群もネジバナの毛の欠失変異であった

（Suetsugu & Hayakawa 2016）。 以
上から，日本本土に稀に分布する無毛
型のネジバナに対しては，両変種の同
定形質とされてきた花序の毛の有無の
みならず開花期の早晩でも，ナンゴク
ネジバナとネジバナを完全には識別で
きないことが明らかになった。これら
の結果は，Tsukaya（2005）および
塚谷（2005）が指摘しているように，
形態的・生態的に多様な特性をもつ日
本本土のネジバナは，南・中琉球のナ
ンゴクネジバナと遺伝的・地理的に分
化した後に獲得された形質であること
を意味している。

上記の他にも，関東には毛の無い別
系統が，伊豆諸島にはイズノシマモジ
ズリと呼ばれるロゼット葉の形態が異
なる系統が分布している。ネジバナは
公園などの身近な草地に多産するラン
科としては珍しい “ ありふれた存在 ”
であるにもかかわらず，このように未
解決な分類学的問題が残されている。
本稿ではラン科ネジバナを題材として
解説したが，雑草は“ありふれた存在”
であるが故にかえってその面白い現象
が見過ごされていることがあり，現地
における形態や生態の観察はその雑草
の生活史を明らかにする上でも重要で
ある。

図 -3　ナンゴクネジバナ（左，台湾産）とネジバナ（右，富山産）
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小麦は，食料消費において国民１人に供給されるカロリーの
13.7％を占めているが，カロリーベースの自給率は 15％であ
る（平成 27 年度）。外国産食糧用麦はアメリカ，カナダ，オー
ストラリアから輸入され，その量は近年 450 万～ 560 万トン
程度である。

国内産小麦の生産は，近年の作付面積は約 21 万 ha と横ば
いで推移し，収穫量は年による単収の振れが大きく不安定で，

不作年の平成 28 年産は 77.8 万トンである。「食料・農業・農
村基本計画」では，生産努力目標（平成 37 年度）95 万トン
が設定されている。

原料として使用される小麦は，たんぱく質の量によって強力
粉，準強力粉，中力粉，薄力粉に分けられ，それぞれ用途が異
なる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（K.O）

小麦の種類と用途別の外国産及び国内産小麦の流通量　統計データから

 統計データから  小麦の種類と用途別の外国産及び国内産小麦の流通量 
 ， に に れ カ リ 13.7 ，カ リ 15 27

アメリカ，カナダ，オ ト リア れ， 450 560 トン  
生 ， 21 ha ， に れ 大 ， 28

77.8 トン ，生 37 95 トン れ  
れ ，た に ， ， ， に れ， れ れ K O  

外国産小麦の
銘柄

輸入数量
(512万㌧)

小麦粉の種類
（たんぱく質含有量）

主な用途
国産小麦流通量

(70万㌧）
用　　途 品　　種

うどん、即席麺
ビスケット、和菓子

カステラ、ケーキ
和菓子、天ぷら粉

ビスケット

62.9万トン
（90.4％）

パン用品種

中華麵用品種

日本麺用品種

注１ ： 輸入数量及び国内産流通量は、過去５年（H22～26年度）の平均収量 注２ ： 輸入数量は５銘柄以外の33万㌧を含む

北海道産春よ恋
（4.3万トン）

北海道産 ゆめちから
（4.8万トン）

福岡県産 ちくしＷ2号
（0.4万トン）

北海道産 きたほなみ
（43.8万トン）

香川県産さぬきの夢
（0.5万トン）

107万㌧ 食パン

中華麺
ギョウザの皮

84万㌧

86万トン

77万㌧
薄力粉

（6.5～9.0％）

準強力粉
（10.5～12.5％）

中力粉
（7.5～10.5％）

アメリカ産
ウェスタン・ホワイト

オーストラリア産
スタンダード・ホワイト

強力粉
（11.5～13.0％）

 「麦をめぐる最近の動向」（農林水産省　平成29年３月）から引用

6.3万トン
（9.0％）

0.4万トン
（0.5％）

カナダ産ウエスタン・
レッド・スプリング

アメリカ産ダーク・
ノーザン・スプリング

アメリカ産ハード・
レッド・ウィンター

125万㌧


